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1、 は じめに

 前期の 日本語教育実習では、留学生セ ンターでプロジェク トワークの授業参加 と「日

本語 ・日本事情」の授 業見学を させいただいた。

 本報告書では、留学生セ ンターでの実習で私自身が考えたことにつ いて述べてい く。

2.留 学生センターでの実習を通 して

2.1 プ圓ジヱク トワー クという教授法

 まず、プ ロジェク トワー クとい う教授法について田中・猪崎 ・工藤(1988)を もとに整

理す ることか ら始 める。 田中・猪崎 ・工藤(1988)で は、プ ロジェク トワークとは、学習

者が自分たちで話 し合 って計画 を立て、実際に教室の外で 日本語 を使 ってインタビュ

ーや資料集 め
、情報集 めな どの作業を行い、作業の結果をもちよって一つの制作品に

まとめる学習活動 であるとしてい る。教師は活動全体 を見守って必要な手当てをし、

学習者 も自分 たちの活動を振 り返 ってみる。プ ロジェク トワー クの特徴 として、実社

会 と接触 し、本物 の 日本語 に触れ ることと、学習者たちが中心になって話 し合い、段

取 りを決 めて調査を進め ることを挙げてい る。それに伴って、教師が行 う教室運営は、

間接的に学習活動全体の流れをコン トmル す ることになる。具体的に挙げる と、タ

スク 目標の設定、レベル に応 じての学習活動の設定、教室外の世界に関する情報提供、

現実社会でのコ ミュニケーシ ョンに必要な言語の確認 、モニター とフィー ドバ ックが

ある。

 プロジェク トワー クを通 して学習者は、これまでの教室内での 「ことばのかたちの

正確 さ」以外 に、現実の社会で コミュニケーシ ョンを取ってい くための 「意味のや り

とりのなめらか さ」が要求 される。言語の四技能を総合的に使用 してい くだけではな

く、話 を進めてい く うちに障害があれ ばそれを回避 した りす る能力や 目標言語 の社会

文化能力 も身に付けることもプ ロジェク トワー クの課題であろう。

 今年度 の 日本語教育実習では、上條厚先生の 「日本語 ・日本事情」読解の授業見学

もさせて頂いた。 「日本語 ・日本事情」 は、信州大学の学部留学生を対象に 日本語を手
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段 とした 目本語上級 レベル の授業及び 日本の文化 ・社会的な事情に関す る授業 を行っ

ている。授業 は、講義形式で進 める部分 と留学生 に発問 しなが ら授業を進める部分を

上手に使い分 けて進 めていた。 日本語の正確 さと同時 に日本語の社会言語文化能力に

ついて も指導がなされ ていた。

 どの学習者 を指導対象にす るかで、教 える日本語、授業 内容 も変 わってくるのだ と

い うことを上條先生の授業見学か ら感 じた。学習者のニー ズ分析を確実に行 う必要性

を感 じた。

 では、留学生セ ンターにお けるプ ロジェク トワー クはどのようなものであっただろ

うか。

 本プ ロジェク トワー クは、留学生センターの 日本語研修 コースの授業で火曜 日の3、

4コ マに開講 されてい た。指導にあた られた先生 は、佐藤友則先生、金子泰子先生で

ある。本年度 の参加留学生は、初級 レベルが5名 、中 ・上級 レベル は6名 であった。

本プロジェク トワークの参加留学生の特徴 として、

 ① 留学生の 日本語研修 コース終了後の進路が多様である。したがって、必要な 日

   本語能力に違いがある。

 ② 学習者の 日本語能力 にかな りの個人差がある。

 ③ アジア圏出身(中 国 と韓国)の 留学生が大半 を占め、中国人学習者 は初級 レベル、

   韓国人学習者 は中 ・上級 レベルのクラスに分かれていた。

 ④ 短期語学研修の ドイ ツ人学習者 を除 く全員は、日本語研修 コース終了後は信州

   大学の学部または大学院に進学予定である。

とい う四点が挙 げられ るだろ う。

 したがって、プ ロジェク トワークのコースデザイ ンは、上記 の学習者 に応 え得るよ

うなものを作成 しなければな らず、それ が一番の課題 でもあ り今後 の課題 となるべき

点であろ う。

 プ ロジェク トワークの 「第8回:日 本文化体験」までは、Bridging activityと し

て位置付 けられてお り、プ ロジェク トワー クで学習者 が主体になって活動 してい くた

めの準備段階であった。プ ロジェク トワー クは、大 きくは2つ の特徴があ り、実社会

と接触 し、本物の 日本語 に触れ ることと、学習者 たちが中心になって話 し合い、段取

りを決 めて調査 を進めることである。Bridging activityの 段階では、前者の活動が

中心に設定されてお り、そ こで 目本の実社会や 日本語に触れなが ら学習者 は 日本語の

実際使用を体験す る。 それ以降のプロジェク トワークは、後者 の活動 のよ うな中心に

設定 されていた。

 では、本プ ロジェク トワー クでは何 を教 え、習得 させ ることを目標 としていたのか。

 ① 留学生が共 同で作業 を行いなが ら日本語 を実際に使用 して、最終的には 日本語
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   で 自分の意見 を述べた り、相手の意見を聞いた りす るような何かを語 る場にな

   ること。

 ② 言語 の四技能 が総合的に使用 できるようになると同時に、 目本 にお ける社会文

   化能力 も身につ ける。

 ③ 今後、 日本で生活 してい くための、または大学 ・大学院で研究 を行ってい く際

   の最低限必要な専門的知識を身につ ける。

 以上の三点が中心 となっているのではないか と私は考 える。

2.2 先生方の指導

 まず、プ ロジェク トワーク第1回 目の授業ではプロジェク トワーク全体 についてオ

リエンテーシ ョンを行い、授業 の進 め方や活動内容 ・目的等について学習者へ説明 され

ていた。プ ロジェク トワー ク全体の構成は、「第8回:日 本文化体験」まではbridging

activityと して、ここまでで先生方は学習者それぞれの特徴などをつかみつつ、今後

のプ ロジェク トワー クで学習者が主体的に活動 していけるような指導 をされていた。

したがって、前半のプロジェク トワー クでは全体的に先生方が中心 となって教室の前

に立って授業 を進行 され、部分的に学習者主体で活動す るとい う形 をとられていた。

 実際の学習者主体 のプ ロジェク トワークに入ったのは、「第9回:お しゃべ りパーテ

ィープロジェク ト」か らである。 ここか らは、プ ロジェク ト毎にまず進行役、書記 を

決 め企画会議や編集会茜な どを行い学習者同士が意見を出 し合いなが ら具体的な活動

内容を決めてい く。 ここでは先生方は学習活動が より意味のある豊かな ものにす るた

めに各活動 開始前には情報イ ンプ ッ ト・言語インプッ トを行 っていた。そ して活動中に

は、学習者 が 日本語 を正確 に使用 しているかに配慮する と同時に、意味のや りとりが

なめらかに進んでいるかについても気 を配 られていた。 日本語の形 の面では、細かい

所 までは指摘せず、内容を理解 していく上で誤解 が生 じる可能性があるもの を中心に

正 しい 日本語 に置き換 えられていた。意味のや りとりがなめらかに進んでい るかにつ

いては、「… とはどうい う意味ですか?」 「…は、… とい う意味ですか?」 と質問 して

学習者 にさらに詳 しく説明 させた り、意味の確認 を行っていた。一っのプロジェク ト

が終わる毎に、録画 したビデオ等を使 ってフィー ドバ ックの時間を設定 されてお り、

この時間は、学習者 それぞれ の 日本語の発音や誤 りの特徴 を明 らかにす ると共に、今

後 の 日本語学習の動機付 けを行 う重要な機会であった。

2.3学 習者の変化

 学習者に とってプ ロジェク トワー クの授業は、他 の授業 とは参加者、活動内容な ど

においてかな り異なっていたのではないだろ うか。特 に、初級 レベル のAク ラスの学
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習者に とっては、中級 レベル のBク ラスの学習者がいることや 日本人学生が参加 して

い ることでかな り緊張 していたはずである。 ここでは、半年間、プロジェク トワーク

に参加 して感 じた学習者 の変化を中心に述べる。

 ・Aク ラス(初 級 レベル)

 プロジェク トワー ク開始 当時は、 日本語能力がほとん どっいていない学習者が多か

った。「第4回:日 本人 と話そ う一その1一 準備」プ ロジェク トの事前練習を行った と

き、大半の学習者が 日本語で話 した り聞いた りす ることが困難であった。ほ とん どコ

ミュニケーシ ョンを取 る事が出来ない学生 も中にはいた。 また、プロジェク トワーク

の授業でBridging activityの 段階のプロジェク トでは、 Aク ラスの学生は先生方の

英語での説明がなければ、今 どのような授業が行われているかを理解できない人もい

た ように感 じた。 しか し、6A頃(第9回:お しゃべ りパーテ ィープQジ ェク ト)から

日本語を聞 く力が次第についてきたよ うに感 じた。先生や他の学習者の発言に対 して

うなついた り、それまで先生方が媒介語 として使われていた英語 の説明も少 なくなっ

ていた。これ は、Bridging activityの 時期にAク ラスの学生に対 しては特にプロジ

ェク トワークの授業内容 が、学習者の既習事項 の 目本語 を中心にタスク設定を して、

学習者が教室 で習 った 日本語 をプ ロジェク トワー クで実際使用できるよ うに し、学習

者に今 日の活動内容 を報告 させ る(自 分の意見を述べ させる)と い う過程 を重視 してい

たか らではないだろ うか。 「第7回:日 本人 と話そ う-そ の2一 日本人 の学生 と話す」

を例に授業の流れ を見て行 くと、まず学習者は 日本人学生に簡単な 自己紹介、家族、

出身国について説明 しなが ら日本人学生 と会話をする。会話終了後、先生か ら話 した

内容に関す る質間内容確認の質問があ り、学習者は 自分のことばで活動 内容について

報告を行 う。報告 を行 うことで、学習者 の聞き流 しを防ぎ、相手の 日本語がわか らな

かった り、聞き取れない場合には、聞き返 した り、問い直 した りす るコミュニケーシ

ョンのス トラテジー を身に付ける事もできるのである。 国際交流会館でのお しゃべ り

パーティーでは、 日本人や留学生 と日本語を使 って会話す る場面が見 られた り、私の

質問などにもその内容 を理解 して簡単な答 えが返って くるほどであった。終盤 のイン

タビュープ ロジェク トの頃になる と、活動 中に他 の学習者 と相談す る様子や これまで

は、 自分 の活動 に関 して 目的意識 を持 って取 り組 んでいたよ うに思 う。最後の発表会

では、学習者 の 日本語 の発音やイン トネー ションなどもだいぶ聞き取 りやす くなって

いた。

 ・Bク ラス(中 級 レベル)

 プロジェク トワー ク開始時期か ら日本語の運用力の高い学習者が多かった よ うに感

じる。

この半年間で私が感 じた学習者の変化 は、 日本語を間 く力 と話 し方の変化である。ま
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ず聞 くカについては、学習者 たちが 日本 に来てか ら日数があま り経っていない ことや、

母国で受けてきた 日本語教育 との違いな どか ら日本語 にまだ耳が慣れていないとい う

影響 もあ り、Bridging activityの 段階では、先生方や 日本人学生の質問や話 した内

容について聞き返す場面や分か りにくそ うに してい る姿が何度か見受 けられ た。Bク

ラスの学生に とっては、 この段階の教室活動は難 しい ものではなかった と考えられる

が、プロジェク トワー クとい う学習を初 めて行 う学生が大半であったので、慣れるた

めの準備段階 として考 えると効果的だっただろ う。 しか し、Bridging activityの 段

階以降は 日本語が聞き取 りにくそ うな様子 もな く、時々単語の意味が分か らない場合

は、直接先生に質問す る者や他 の学習者 に共通の母語 でたずねる者や、電子辞書で調

べた りす る者な ど個人差があった。積極的に活動に参加 していた。 たまに単語 の意味

が分 か らない ときな ど質問 していた。質問の仕方 は、個人差があった。

 次に話 し方については、当初 は学生の母語の影響が感 じられるような発音(女 性の韓

国人学習者 は語尾が伸びて しまって、切れ 目が分か りづ らい場合や ドイツ人学習者の

発話全体のイン トネー シ ョンが強過ぎる点。全体的には、週末 「しゅ うまつ」などの長

音で発音すべき箇所がある単語を 「しゅまつ」とい うよ うに短 く言 う傾向な ど)。しか

し、プロジェク トワー ク活動 中の先生方の指導や発表会後のフィー ドバ ックを通 して

発音は、個人差があるが、プロジェク トワークの終了時期にはほぼ修正 されていたよ

うに感 じる。

 ・全体

 今回のプロジェク トワークを受講 している学習者の 日本語能力にはかな りの違いが

あった。 しか し、そのおかげで 日本語能力が同等の学習者のクラスでは、体験 できな

いよ うな 日本語の実際使用、分か りやすい 日本語で説明 した り、相 手に自分の分か ら

ない部分 を日本語 で聞き返 した り、問い直す機会が増 え、何 よ りも学習者 同士が協力

して何かのプロジェク トを作 り上げるとい う関係が生まれ、 とてもま とま りがあった

ようcこ,思う。

3.実 香生がプ爵ジェク トワー クに参加することの慧義

 日本人学生が一定期間、留学生の授業に参加す ることはいい ことだ と思 う。それは、

生の 日本語に学習者が触れ る機会 も当然増え、現実に 日本人 とコミュニケー シ ョンを

取ることができるか らである。 また、先生方以外 に日本人学生がいることで、パ ソコ

ンを使用す る授業な どの個人作業の場合 には、先生方 の補助を行 うことで学習者の疑

問な どにもす ぐに対処できるだろ う。 しか し、その場合 には、 日本人学生側 にも指導

の補助が行 えるよ うな能力が要求 され るので、事前に しっか りと指導するポイン トを
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把握 しておかなけれ ばな らない。

 学習者 と実習生の関係 について心的な面か らみると、学習者 と私 たち実習生は年齢

が近いとい うこともあ り、授業を重ね るごとに親 しくなっていったよ うに思 う。彼 ら

にとって、 日本語研修 コースにいる期間は、同年代に 日本人の学生 と接す る機会は多

くないので、私たち実習生が参加す ることで、 日本人学生 と日本語 の実際使用 の場が

設 けられたのではないだろ うか。学習者が 日常生活で感 じている疑問点についても質

問され ることがあった。

4,お わ りに

 本年度の 日本語教育実習 は、留学生センターで約半年間に渡 ってプロジェク トワー

クの授業に参加 させ ていただいた。 このよ うな長期間にわたって、 日本語教育の現場

で勉強 させていただけたことは、私の大きな経験 となった。今回の実習は、留学生セ

ンターの先生方の協力 なしには実現できなかった ものである。心か ら感謝 を申し上げ

たい。

 現代 においては、 日本語 を学習する人々は、教育 してい る側の予想 をはるかに上回

って多様 なものになってきてい る。彼 らのニーズに答えるような 日本語教育の研究分

野の確立を私たちは行 っていかなけれ ばな らないだろ う。そのためには、 日本語教育

分野、行政、そ して 日本人一人一人が協力 し合っていかなければな らないだ ろ う。今

回の留学生セ ンターでの経験 を今後の私 自身の将来 に活か して行 こ うと思 う。
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